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ブドウ‘シャインマスカット’の果粒肥大促進のための摘心技術 

［要約］ 

ブドウ‘シャインマスカット’の長梢剪定による露地栽培において、開花始時に房先 7～8

節残して新梢先端を摘心、その後伸びてきた副梢は摘粒時に着房節から基の節では 5～6節残し

て摘心、房先の副梢は 2 節残して摘心及び、7 月以降の新梢管理として二次副梢(孫枝)は適宜

もとから摘心すると果粒肥大が促進される。  
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［背景・ねらい］   

 ブドウ‘シャインマスカット’は、県内ブドウ産地にも導入が進んでおり、皮ごと食べら

れる黄緑色系品種として直売での人気も高い。しかし、全国的にも栽培面積が増えている

ことなどから直売での贈答用としての商品価値向上を目的に、県内において一般的な長梢

剪定による露地栽培における果粒肥大促進のための新梢管理技術を確立する。 

 

［成果の内容・特徴］  

１ 開花始時に結果枝の新梢先端を房先7～8節残して摘心する。その後伸びてきた副梢は、

摘粒時に着房節から基の節では5～6節残して摘心、房先の副梢は2節残して摘心する。ま

た7月以降の新梢管理は二次副梢(孫枝)が発生したら適宜もとから摘心する(表1、図1)。

 このような摘心処理を中心とした新梢管理を行なうことにより、摘心を行わない慣行

の新梢管理法に比べ、１割程度果粒が大きくなり、果粒肥大を促進するのに有効である

(表2)。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１ 果実糖度は慣行の新梢管理法に比べ、やや低い傾向となるので早もぎに注意する。 

２ 本試験での植物生長調節剤の使用は、1回目処理として満開時にGA25ppm＋CPPU3ppmを 

花房浸漬し、2回目処理として満開13～14日後にGA25ppmを果房浸漬とした。 

 

 

 

 

 

 

 



［具体的データ］ 

 

表1 比較した新梢管理法 

※このほかの新梢管理は各区共通に、展葉2～3枚時に不定芽、副芽を欠き、その後展葉6～6.5枚時に極端

に強い芽、弱い芽を欠いて新梢を揃えた。また展葉7～8枚時に新梢誘引を行なった。 

 

 

 

 

 

表2 収穫時の果実品質 
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摘心管理区 

図 1 摘心管理した結果枝のイメージ図 

慣行管理区 

着房数 果房重 果房長 ﾁｬｰﾄ ｙ 軸重 主軸長 １0粒重 有核果数 Brix 酒石酸

(房/㎡） (g) (mm) 全体 未熟 (ｇ) (mm) (ｇ) (10粒中) (10粒中) (しいな) (%) (g/100ml)

摘心管理区 2.1 553.5 175 3.4 45.0 0.9 9.8 129.6 130.1 0 0 0 19.5 0.34

慣行管理区 2.0 524.2 169 3.6 45.3 2.3 9.9 129.9 118.5 0 0 0 20.2 0.33

有意性ｚ － ns ns ns ns * ns ns * * ns

摘心管理区 2.3 620.4 173 3.4 40.2 0.2 13.3 108.9 158.3 0 0 0 17.1 0.38

慣行管理区 2.3 520.1 167 3.5 38.6 0.5 9.8 103.8 139.6 0 0 0 18.3 0.34

有意性ｚ － ** ns ns ns ns ** ns ** ** **
ｚ:有意性はｔ検定による(**：1％、*：5％水準で有意差あり)

ｙ:山梨県果試作成のシャインマスカット専用カラーチャートを使用
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新梢の摘心 副梢の処理 7月以降の

（開花始め時） 摘粒時(6月中旬～下旬） 新梢管理

摘心管理区
先端約１㎝を摘む(房先7
～8節残す)

房基5～6節、房先2節残
して摘心する

二次副梢(孫枝)が出たら、適宜もと
から摘心する

慣行管理区 摘まない 無剪定
結果枝先端を房先10節で切り、副梢
は房基2節、房先1節残して摘心

新梢管理法


